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１．四半期財務情報の作成等にかかる事項 

 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法に変更の有無 ： 無 

③ 連結および持分法の適用範囲の異動の有無  ： 有 

新規連結子会社が１社増加しました。除外はありません。 

平成 16 年４月１日付けで㈱金門コルツの全株式を取得し、㈱MARUWA QUARTZ と社名変更いた

しました。 

 

２．平成 17 年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成16年４月１日～平成16 年６月30 日） 

 

(1) 経営成績(連結)の進捗状況       ［百万円未満：四捨五入］ 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

17 年 3 月期第 1 四半期 4,176   46.4 308   623.6 327  215.3 156  187.6 

16 年 3 月期第 1 四半期 2,852    2.0  42  △58.4 104    0.6 54 △41.0 

(参考)16 年3 月期 12,003        686         936        475        

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

 17 年 3 月期第 1 四半期 14.32     14.32     

 16 年 3 月期第 1 四半期           －               －     

(参考)16 年3 月期 42.67     42.67     

(注 1)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。 

(注 2)平成16 年3 月期第1四半期、平成 17年 3 月期第 1四半期とも監査法人による監査は受けておりません。 

 

① 経営成績の概況 

当第１四半期は、前期第４四半期に引き続きデジタル家電の活況、半導体生産装置市場からの好調な受

注などにより、売上、利益ともに５月に公表した計画値に概ね沿った結果となりました。 

売上高については、すべての事業部門で前年同期の値を上回り、全体で 46%の増加となりました。また

直前の前期第４四半期と比較しても全体で30％の増加となりました。 

利益面では、営業利益が前年同期比で 265 百万円増加し、308 百万円となりました。抵抗器用基板、大

型基板が好調な回路部品を中心に力強い回復がみられます。 

 

 

 

 

 



② 事業部門別の概況 

 

事業部門別の売上高推移（連結）                    （百万円） 

前  期 

（16 年3 月期） 

当  期 

(17 年3 月期) 

 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 

回 路 部 品 1,239 1,306 1,396 1,492 1,746 

機 構 部 品 637 671 682 718 1,363 

高 周 波 部 品 253 209 271 255 259 

ＥＭＣ対策部品 723 685 708 758 808 

合  計 2,852 2,871 3,057 3,223 4,176 

 

回路部品部門 

回路部品部門の売上高は、直前四半期に対し17％増の1,746 百万円となり、５四半期連続で増収となりま

した。 

当部門の製品は全てが直前四半期に対し２桁以上の売上増加を示し、中でもあらゆる電子回路に必須な抵

抗器用基板は直前四半期に引続きアジア域内、日本国内とも好調な推移を示し、18％の売上増加となりま

した。また、大型基板がヨーロッパ市場を中心に伸長しており、同じく23％の売上増加となりました。 

 

機構部品部門 

機構部品部門の売上高は、直前四半期に対し90％増の 1,363 百万円となりました。 

当期４月から新たに連結子会社となりました㈱MARUWA QUARTZ は、半導体生産装置市場から堅調な受注を

獲得しております。当子会社を含め、前期４月から当事業部門として開始した石英ガラス製品は収入の柱

となりつつあります。前期第３四半期から回復の著しいＦＤＤ用スライダー製品は、廉価タイプのパソコ

ン需要が旺盛な地域に向けて堅調な受注推移を示し、直前四半期対比で17％の売上増加となりました。 

 

高周波部品部門 

高周波部品部門の売上高は、直前四半期に対し2％増の259 百万円となりました。 

薄膜製品は同じく 39％増と受注が伸長してまいりました。動きの激しいＤＶＤ機器向けを中心に動きが出

始めております。デバイス製品は、当四半期前半に中国向けＰＨＳ用で好調な動きがみられましたが、後

半に調整局面を迎えています。一方で前期後半より注力してきた業務用無線などの一般品からの受注は堅

調であります。 

 

 

ＥＭＣ対策部品部門 

ＥＭＣ対策部品部門の売上高は、直前四半期に対し7％増の 808 百万円となり、前期の第 2 四半期を底に

順調に回復傾向にあります。 

積層セラミックコンデンサはデジタルカメラ向け製品や国内における電源市場からの受注が好調でした。

ＥＭＩフィルタはこれまで低迷していた海外市場からの受注が回復してきており、直前四半期に対し16％

の増加となりました。 

 

 

 

 

 

 

 



(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

 17 年 3 月期第 1 四半期 27,973 23,652 84.6 2,165.14    

  16 年 3 月期第 1 四半期 26,719 23,490 87.9 2,136.87    

(参考)16 年3 月期 26,664 23,429 87.9 2,144.11    

 

 

３．平成 17 年 3月期の連結業績予想 

 

当第１四半期は、売上・利益ともに概ね好調に推移しておりますが、平成16 年５月７日に公表いたしま

した業績予想の範囲内と見込まれるため、業績予想に変更はありません。 

 

 

  

 



1.　四半期連結貸借対照表（要約）
（単位：百万円）

当期 前期 前期

17年3月期 16年3月期 平成16年

第1四半期末 第1四半期末 金額 3月末 金額

（資　　産　　の　　部）

14,246 12,706 1,540 13,554 691

5,922 5,464 458 6,202 △ 280

4,802 3,279 1,522 3,740 1,061

3,150 3,734 △ 584 3,280 △ 131

372 229 143 332 40

13,727 14,013 △ 286 13,110 617

11,360 11,742 △ 383 10,710 650

365 429 △ 64 369 △ 4

2,002 1,842 160 2,031 △ 28

27,973 26,719 1,253 26,664 1,309

（負　　債　　の　　部）

2,429 1,846 584 2,030 400

848 448 400 670 178

- - - - -

1,581 1,398 183 1,359 222

1,892 1,383 509 1,205 687

447 599 △ 152 482 △ 36

754 145 608 176 578

691 639 52 547 145

4,321 3,229 1,092 3,235 1,087

- - - - -

（資　　本　　の　　部）

6,683 6,683 0 6,683 0

9,710 9,710 0 9,710 0

8,589 7,719 870 8,516 73

26 5 21 38 △ 12

△ 1,053 △ 425 △ 628 △ 1,215 162

△ 303 △ 202 △ 101 △ 302 △ 0

23,652 23,490 162 23,429 223

27,973 26,719 1,253 26,664 1,309

資　　　本　 　合　　 計

負債、少数株主分及び資本合計

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

自 己 株 式

固 定 負 債

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

利 益 剰 余 金

負　　　債　 　合　　 計

少数 株主 持分

資 本 金

資 本 剰 余 金

短 期 借 入 金

そ の 他

投資その他の資産

資　　 産　 　合　　 計

流 動 負 債

支払手形・買掛金

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形・売掛金

た な 卸 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

前期比増減 当期増減



2.　四半期連結損益計算書（要約）
（単位：百万円）

金額
売上
比
金額

売上
比
金額 率 平成15年

売上
比

4,176 2,852 1,324 46.4 12,003

3,120 74.7 2,232 78.3 888 39.8 9,022 75.2

1,056 25.3 620 21.7 436 70.3 2,981 24.8

748 17.9 578 20.3 170 29.4 2,295 19.1

308 7.4 42 1.5 265 623.6 686 5.7

60 1.4 88 3.1 △ 28 △ 32.2 351 2.9

4 2 2 100.8 13

76 78 △ 2 △ 2.4 308

△ 20 8 △ 28 △ 356.2 30

41 1.0 26 0.9 15 59.1 101 0.8

3 4 △ 0 △ 5.2 13

37 22 15 69.5 88

327 7.8 104 3.6 224 215.3 936 7.8

2 0.0 2 0.1 0 5.6 2 0.0

60 1.4 12 0.4 48 387.3 227 1.9

269 6.5 94 3.3 175 185.2 711 5.9

113 2.7 40 1.4 73 181.8 236 2.0

156 3.7 54 1.9 102 187.6 475 4.0

売 上 総 利 益

通　期

16年3月期

営 業 外 費 用

支 払 利 息

営 業 外 収 益

受取利息および配当金

そ の 他

税 金 等 調 整 前
当 期 純 利 益

法 人 税 等

当 期 純 利 益

第1四半期

特 別 利 益

為替差益（△差損）

そ の 他

経 常 利 益

特 別 損 失

営 業 利 益

販売費及び一般管理費

当期 前期 （参考）

17年3月期 16年3月期

第1四半期

増減

売 上 高

売 上 原 価


